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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次

第59期

第２四半期

連結累計期間

第60期

第２四半期

連結累計期間

第59期

会計期間
自　2020年４月１日

至　2020年９月30日

自　2021年４月１日

至　2021年９月30日

自　2020年４月１日

至　2021年３月31日

売上高 （千円） 11,415,762 12,697,343 22,280,945

経常利益 （千円） 1,176,971 1,020,295 1,622,493

親会社株主に帰属する

四半期(当期)純利益
（千円） 1,526,063 911,619 1,608,632

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,500,611 1,045,478 2,266,607

純資産 （千円） 26,054,265 27,420,479 26,632,592

総資産 （千円） 33,328,583 36,339,020 34,124,830

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 56.95 34.01 60.03

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益
（円） 56.83 33.93 59.90

自己資本比率 （％） 78.0 75.3 77.8

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 109,648 1,741,477 2,715,645

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 183,794 △347,254 △573,497

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 850,083 △44,456 380,116

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
（千円） 5,981,867 8,846,367 7,484,219

 

 

回次

第59期

第２四半期

連結会計期間

第60期

第２四半期

連結会計期間

会計期間
自　2020年７月１日

至　2020年９月30日

自　2021年７月１日

至　2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 62.45 33.86
 

(注)　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営ま

れている事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価

証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社およ

び連結子会社）が判断したものであります。
　

(1)　財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の再拡大に伴う度

重なる緊急事態宣言の発出により、個人消費や企業の生産活動は様々な制約を受けました。ワクチ

ン接種の拡大により本格的な経済活動の再開が期待されましたが、複数の変異株の感染拡大に歯止

めがかからず、夏場の天候不順の影響もあり、国内景気の低迷が継続しました。

海外経済におきましては、欧米諸国を中心に新型コロナウイルスワクチン接種の進展により経済

活動は総じて回復に向かい、アジア地域では地域差はありますが、景気回復に合わせて設備需要が

回復しました。一方で、中国の景気減速や世界的な資源価格の上昇によるインフレ懸念の高まりに

より、依然として世界経済の先行きは不透明な状況にあります。

当社グループが主要市場とする食品業界は、新型コロナウイルス感染症の影響を引続き大きく受

けました。「巣ごもり消費」需要の継続により、コンビニ・スーパー業界は堅調に推移しました

が、観光客の激減が続いた観光土産物業界や、営業自粛の状況が継続した飲食業界は厳しい状況が

続きました。また、パン・菓子類の製造に不可欠な小麦粉やマーガリン等の価格高騰により製造原

価が上昇し、商品価格の値上げの動きが見られるようになりました。

当社グループは、食の安心・安全へのニーズの高まりに対応すべく、レオロジー（流動学）を基

礎とする独自の開発技術をベースに、安全面や衛生面の機能性を向上させるソフト技術を充実して

まいりました。新型コロナウイルス感染症の影響が想定以上に長期間にわたり継続しております

が、お客様や従業員の安全面を最優先に確保したうえでの営業活動を継続し、国内外の食品業界へ

の提案を継続してまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 
ａ.財政状態

　（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて2,315百万円増加し、19,276百万円となりました。これ

は、現金及び預金が1,362百万円増加、受取手形及び売掛金が500百万円増加、仕掛品が469百万円

増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて101百万円減少し、17,062百万円となりました。これ

は、ソフトウエアの減価償却費が増加し、無形固定資産が159百万円減少したことなどによりま

す。

この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて2,214百万円増加し、36,339百万円となりま

した。
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 　(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1,411百万円増加し、6,490百万円となりました。これ

は、支払手形及び買掛金が346百万円増加、前受金が756百万円増加、賞与引当金が145百万円増加

したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて14百万円増加し、2,428百万円となりました。これは、

長期借入金が130百万円増加、繰延税金負債が115百万円減少したことなどによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて1,426百万円増加し、8,918百万円となりまし

た。

 　(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて787百万円増加し、27,420百万円となりました。これ

は、利益剰余金が643百万円増加、為替換算調整勘定が78百万円増加したことなどによります。

 
ｂ.経営成績

当第２四半期連結累計期間における売上高は12,697百万円（前年同四半期比11.2％増）、営業利

益は971百万円（前年同四半期比8.5％減）、経常利益は1,020百万円（前年同四半期比13.3％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は911百万円（前年同四半期比40.3％減）となりまし

た。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、セグメント別の売上高は、連結相殺消去後の数値を、セグメント利益は、連結相殺消去前

での販売費及び一般管理費から本社一般管理費を除いた数値を記載しております。

 
食品加工機械製造販売事業(日本)

日本国内では食品成形機、修理その他の売上が増加しましたが、製パンライン等、仕入商品の売

上は減少しました。

その結果、外部顧客に対する売上高は4,610百万円(前年同四半期比4.8％減)となりました。

セグメント利益(営業利益)は1,123百万円(前年同四半期比0.8％減)となりました。

 
食品加工機械製造販売事業(北米・南米)

アメリカ地域では、食品成形機の売上は減少しましたが、製パンライン等、修理その他の売上が

増加したため、現地通貨ベースでは、前年同四半期比15.5％増加となりました。

主な要因は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進み、経済活動が回復し始めているこ

となどがあげられます。

円ベースでは、円換算に使用するUSドルの期中平均レートが106円92銭から109円80銭の円安と

なったため、外部顧客に対する売上高は918百万円(前年同四半期比18.7％増)となりました。

セグメント利益(営業利益)は65百万円(前年同四半期比174.2％増)となりました。

 
食品加工機械製造販売事業(ヨーロッパ)

ヨーロッパ地域では、食品成形機、修理その他の売上は増加しましたが、製パンライン等の売上

が減少したため、現地通貨ベースでの売上高が前年同四半期比0.7％減少となりました。

円ベースでは、円換算に使用するユーロの期中平均レートが121円29銭から130円90銭の円安と

なったため、外部顧客に対する売上高は1,818百万円(前年同四半期比7.2％増)となりました。

セグメント利益(営業利益)は236百万円(前年同四半期比36.4％増)となりました。
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食品加工機械製造販売事業(アジア)

アジア地域では、製パンライン等、仕入商品の売上は減少しましたが、食品成形機、修理その他

の売上が増加しました。

主な要因は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進み、経済活動が回復し始めているこ

となどがあげられます。

その結果、外部顧客に対する売上高は1,298百万円(前年同四半期比3.1％増)となりました。

セグメント利益(営業利益)は439百万円(前年同四半期比6.4％減)となりました。

 
食品製造販売事業(北米・南米)

アメリカ地域では、オレンジベーカリーの売上高が現地通貨ベースで、前年同四半期比42.4％増

加となりました。

主な要因は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進み、経済活動が回復し始めているこ

となどがあげられます。

円ベースでは、円換算に使用するUSドルの期中平均レートが106円92銭から109円80銭の円安と

なったため、外部顧客に対する売上高は3,816百万円(前年同四半期比46.2％増)となりました。

セグメント利益(営業利益)は59百万円(前年同四半期はセグメント損失10百万円)となりました。

 
食品製造販売事業(日本)

日本国内では、㈲ホシノ天然酵母パン種の外部顧客に対する売上高が234百万円(前年同四半期比

1.2％増）となりました。

セグメント利益(営業利益)は37百万円(前年同四半期比0.9％減)となりました。

 
(2)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、8,846百

万円（前年同四半期比2,864百万円増）となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおり

であります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は1,741百万円（前年同四半期は109百万円の収入）となりまし

た。

主な収入としては、税金等調整前四半期純利益が1,020百万円、減価償却費が558百万円、仕入債

務の増加が342百万円、その他流動負債の増加が791百万円などであります。

主な支出としては、売上債権の増加が500百万円、棚卸資産の増加が860百万円、法人税等の支払

額が181百万円などであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は347百万円（前年同四半期は183百万円の収入）となりました。

主な支出としては、当社において、新社屋建設などによる有形固定資産の取得による支出342百

万円などであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は44百万円（前年同四半期は850百万円の収入）となりました。

主な収入としては、短期借入金の増加が35百万円、長期借入れによる収入が350百万円などであ

ります。

主な支出としては、長期借入金の返済による支出が160百万円、配当金の支払額が268百万円など

であります。
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(3)　経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のと

おりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当第２四半期連結会計期間の末日現在において判断したもの

であります。

 

①重要な会計方針及び見積り

当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基

づき作成されております。この連結財務諸表の作成にあたり、決算日における資産、負債の報告数

値、ならびに報告期間における収益、費用の報告数値は、過去の実績や状況に応じて合理的と考え

られる要因などに基づき、見積りおよび判断を行っているものであります。経営者は、これらの見

積りについて過去の実績や状況に応じて合理的に判断しておりますが、実際の結果は見積り特有の

不確実性があるため、これらの見積りと異なる場合があります。

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの連結財務諸表を作成するにあたり採用して

いる会計方針を一部変更しております。詳細につきましては、「第４　経理の状況　注記事項　会

計方針の変更等」に記載のとおりであります。

なお、新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定に関する情報は、

「第４　経理の状況　注記事項　追加情報」に記載しております。

　　

②当第２四半期連結累計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

については、次のとおりです。

 
ａ.財政状態の分析

財政状態の分析につきましては、「第２　事業の状況　２　経営者による財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況の分析（1）財政状態及び経営成績の状況」に記載のとおりでありま

す。
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ｂ.経営成績の分析

（売上高）

当第２四半期連結累計期間における売上高は、前年同四半期に比べ1,281百万円増加し、12,697

百万円（前年同四半期比11.2％増）となりました。セグメント別の売上高については、「第２　事

業の状況　２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析（1）財政

状態及び経営成績の状況」に記載のとおりであります。

（売上総利益）

当第２四半期連結累計期間における売上総利益は、前年同四半期に比べ487百万円増加し、5,592

百万円（前年同四半期比9.6％増）となりました。売上総利益率は、前年同四半期比0.7％減少し、

44.0％となりました。

（営業利益）

当第２四半期連結累計期間における販売費及び一般管理費は、前年同四半期に比べ577百万円増

加し、4,620百万円（前年同四半期比14.3％増）となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益は前年同四半期に比べ90百万円減少し、971

百万円（前年同四半期比8.5％減）となりました。　

（経常利益）

当第２四半期連結累計期間における営業外収益は、72百万円（前年同四半期比44.2％減）となり

ました。

営業外費用は、24百万円（前年同四半期比57.6％増）となりました。

以上の結果、経常利益は前年同四半期に比べ156百万円減少し、1,020百万円（前年同四半期比

13.3％減）となりました。

（親会社株主に帰属する四半期純利益）

当第２四半期連結累計期間における特別利益・特別損失の計上はありません。また、法人税等合

計は、前年同四半期に比べ232百万円減少し、108百万円となりました。

以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期に比べ614百万円減少し、911百

万円（前年同四半期比40.3％減）となりました。

 
ｃ.キャッシュ・フローの分析

当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの分析につきましては、「第２　事業の状況　

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(2)　キャッシュ・

フローの状況」に記載のとおりであります。

 
(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。

 
(5)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は221百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】
　

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 42,800,000

計 42,800,000
 

　

② 【発行済株式】
 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,392,000 28,392,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 28,392,000 28,392,000 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 

決議年月日 2021年６月28日

付与対象者の区分及び人数(名) 当社取締役（社外取締役を除く）　３

新株予約権の数(個) ※ 81　(注)１

新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数(株)　※ 普通株式　8,100　(注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円)　※ １

新株予約権の行使期間　※ 2021年７月14日～2051年７月13日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行
価格及び資本組入額(円)　※

　発行価格 1,326 (注)２
資本組入額 　663 (注)３

新株予約権の行使の条件　※

①新株予約権者は、上記の行使期間内において、当社
の取締役、執行役員及び従業員のいずれの地位をも喪
失した日の翌日から10日（10日目が休日に当たる場合
には翌営業日）を経過する日までの間に限り、新株予
約権を一括してのみ行使できるものとする。
②新株予約権者が死亡した場合、その者の相続人は、
新株予約権を一括してのみ行使することができる。
③その他の条件については、当社と新株予約権者との
間で締結する新株予約権割当契約に定めるところによ
る。

新株予約権の譲渡に関する事項　※
譲渡による新株予約権の取得については、当社の取締
役会の承認を要するものとする。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項　※ (注)４
 

※新株予約権の発行時（2021年７月13日）における内容を記載しております。

(注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数（以下、「付与株式数」という。）は、100株とする。

ただし、新株予約権を割り当てる日（以下、「割当日」という。）後、当社が普通株式につき、株式分割

（当社普通株式の無償割当を含む。以下、株式分割の記載につき同じ。）又は株式併合を行う場合には、新

株予約権のうち、当該株式分割又は株式併合の時点で行使されていない新株予約権について、付与株式数を

次の計算により調整する。

　調整後付与株式数　＝　調整前付与株式数　×　分割又は併合の比率

また、上記の他、付与株式数の調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は、当社の取締役

会において必要と認められる付与株式数の調整を行うことができる。

なお、上記の調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨てる。　
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２　「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」の発行価格は、公正な評

価単価と行使時の払込金額の合計額を記載しております。　

３　①新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項

に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じる場合は、

これを切り上げるものとする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金等

増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

４　当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割若しくは新設分割（それぞれ当社が分割

会社となる場合に限る。）、株式交換若しくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限る。）

（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生日（吸

収合併につき吸収合併がその効力を生ずる日、新設合併につき新設合併設立会社の成立の日、吸収分割につ

き吸収分割がその効力を生ずる日、新設分割につき新設分割設立会社の成立の日、株式交換につき株式交換

がその効力を生ずる日、及び株式移転につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう。以下同じ）の直前

において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を保有する新株予約権者に対し、それ

ぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会

社」という。）の新株予約権をそれぞれ交付することとする。ただし、以下の各号に沿って再編対象会社の

新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又

は株式移転計画において定めた場合に限る。

①交付する再編対象会社の新株予約権の数

　新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

②新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

　再編対象会社の普通株式とする。

③新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

　組織再編行為の条件等を勘案のうえ、本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

④新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

　交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定める再編後行使価額に上記③

に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。

再編後行使価額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対象会社

の株式１株当たり１円とする。

⑤新株予約権を行使することができる期間

　上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の初日と組織再編行為の

効力発生日のいずれか遅い日から、同「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができ

る期間の満了日までとする。

⑥新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

　本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

⑦譲渡による新株予約権の取得の制限

　譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとす

る。

⑧新株予約権の行使条件

　本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

⑨新株予約権の取得条項

　本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年９月30日 － 28,392 － 7,351,750 － 2,860,750
 

 

(5) 【大株主の状況】
2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式

(自己株式を

除く。)の

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

公益財団法人林レオロジー記念財団 栃木県宇都宮市野沢町２－３ 3,030 11.3

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区浜松町２丁目１１－３ 2,735 10.2

ラム商事有限会社 栃木県宇都宮市野沢町３－４ 1,703 6.4

レオン自動機取引先持株会 栃木県宇都宮市野沢町２－３ 1,566 5.8

株式会社足利銀行 栃木県宇都宮市桜４丁目１－２５ 1,260 4.7

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT（常任代
理人　香港上海銀行東京支店)

ONE LINCOLN STREET, BOSTON MA USA 
02111 (東京都中央区日本橋３丁目１１－
１)

1,140 4.3

レオン自動機従業員持株会 栃木県宇都宮市野沢町２－３ 760 2.8

JP MORGAN CHASE BANK 380684（常任代
理人　株式会社みずほ銀行決済営業部）

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON,
E14 5JP, UNITED KINGDOM（東京都港区港
南２丁目１５-１　品川インターシティA
棟）

723 2.7

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８－１２ 704 2.6

株式会社栃木銀行 栃木県宇都宮市西２丁目１－１８ 680 2.5

計 ― 14,306 53.4
 

 (注)１　当社は、自己株式1,587,040株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。

２　2021年５月20日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、シュロー

ダー・インベストメント・マネジメント株式会社及びその共同保有者であるシュローダー・インベスト

メント・マネージメント・リミテッドが2021年５月14日現在で以下の株式を所有している旨が記載され

ているものの、当社としては2021年９月30日時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上

記大株主の状況には含めておりません。

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（千株）

株券等保有
割合（％）

シュローダー・インベストメン
ト・マネジメント株式会社

東京都千代田区丸の内１丁目８－３ 301 1.06

シュローダー・インベストメン
ト・マネージメント・リミテッド

英国　ＥＣ２Ｙ５ＡＵ　ロンドン　
ロンドン・ウォール・プレイス１

1,443 5.08
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】
2021年９月30日現在

区分 株式数(株)
議決権の数
(個)

内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
普通株式 1,587,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 26,769,500 267,695 －

単元未満株式 普通株式 35,500 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  28,392,000 － －

総株主の議決権  － 267,695 －
 

　（注）「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が40株含まれております。

　

② 【自己株式等】
2021年９月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数の

合計

(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

レオン自動機㈱
栃木県宇都宮市
野沢町２番地３

1,587,000 － 1,587,000 5.59

計 － 1,587,000 － 1,587,000 5.59
 

　
 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７

月１日から2021年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受け

ております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】
           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,484,219 8,846,367

  受取手形及び売掛金 2,690,355 3,190,822

  商品及び製品 4,170,084 4,439,839

  仕掛品 975,989 1,445,174

  原材料及び貯蔵品 328,369 468,986

  その他 1,326,759 899,891

  貸倒引当金 △14,548 △14,208

  流動資産合計 16,961,228 19,276,872

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 15,017,115 15,190,455

    減価償却累計額 △7,737,700 △7,957,479

    建物及び構築物（純額） 7,279,414 7,232,976

   機械装置及び運搬具 7,931,499 8,053,738

    減価償却累計額 △6,380,314 △6,575,555

    機械装置及び運搬具（純額） 1,551,185 1,478,182

   工具、器具及び備品 1,924,816 1,937,714

    減価償却累計額 △1,728,089 △1,765,518

    工具、器具及び備品（純額） 196,726 172,196

   土地 4,093,968 4,086,397

   リース資産 45,286 45,286

    減価償却累計額 △42,045 △43,352

    リース資産（純額） 3,241 1,933

   建設仮勘定 35,058 99,452

   有形固定資産合計 13,159,594 13,071,137

  無形固定資産 1,463,960 1,304,507

  投資その他の資産   

   投資有価証券 976,863 1,047,538

   退職給付に係る資産 1,407,227 1,436,999

   その他 161,992 206,009

   貸倒引当金 △6,036 △4,043

   投資その他の資産合計 2,540,046 2,686,503

  固定資産合計 17,163,601 17,062,148

 資産合計 34,124,830 36,339,020
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 740,599 1,087,562

  短期借入金 734,006 829,490

  リース債務 2,334 1,252

  未払費用 587,624 546,395

  未払法人税等 231,165 333,494

  前受金 1,205,429 1,961,561

  賞与引当金 485,486 630,816

  役員賞与引当金 11,600 12,250

  未払金 959,295 927,206

  その他 121,154 160,020

  流動負債合計 5,078,696 6,490,049

 固定負債   

  長期借入金 1,406,934 1,537,672

  リース債務 1,154 815

  繰延税金負債 573,083 457,768

  再評価に係る繰延税金負債 347,422 347,422

  資産除去債務 36,240 36,253

  その他 48,705 48,558

  固定負債合計 2,413,540 2,428,491

 負債合計 7,492,237 8,918,540

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,351,750 7,351,750

  資本剰余金 7,069,407 7,075,427

  利益剰余金 14,591,084 15,234,721

  自己株式 △773,996 △770,991

  株主資本合計 28,238,245 28,890,906

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 345,996 390,913

  土地再評価差額金 △1,708,996 △1,708,996

  為替換算調整勘定 △466,919 △388,788

  退職給付に係る調整累計額 151,997 162,807

  その他の包括利益累計額合計 △1,677,921 △1,544,062

 新株予約権 72,268 73,636

 純資産合計 26,632,592 27,420,479

負債純資産合計 34,124,830 36,339,020
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 11,415,762 12,697,343

売上原価 6,310,686 7,104,697

売上総利益 5,105,076 5,592,645

販売費及び一般管理費   

 広告宣伝費 21,535 66,649

 荷造運搬費 356,909 670,021

 貸倒引当金繰入額 5,744 678

 販売手数料 232,946 255,970

 給料及び手当 1,381,679 1,393,604

 賞与引当金繰入額 277,339 358,584

 役員賞与引当金繰入額 15,000 12,250

 退職給付費用 90,693 76,333

 旅費及び交通費 112,168 139,415

 減価償却費 172,076 268,476

 研究開発費 295,631 221,108

 その他 1,081,317 1,157,746

 販売費及び一般管理費合計 4,043,040 4,620,840

営業利益 1,062,035 971,804

営業外収益   

 受取利息 1,930 2,252

 受取配当金 12,253 11,264

 物品売却益 4,358 8,081

 為替差益 7,428 6,608

 補助金収入 51,542 2,069

 保険解約返戻金 － 2,287

 電力販売収益 14,724 13,660

 その他 38,025 26,427

 営業外収益合計 130,263 72,650

営業外費用   

 支払利息 8,119 6,593

 固定資産売却損 29 7,321

 電力販売費用 5,577 4,913

 その他 1,601 5,331

 営業外費用合計 15,327 24,160

経常利益 1,176,971 1,020,295

特別利益   

 訴訟損失引当金戻入額 7,646 －

 固定資産売却益 682,713 －

 特別利益合計 690,360 －

税金等調整前四半期純利益 1,867,331 1,020,295

法人税、住民税及び事業税 22,112 284,127

法人税等調整額 319,155 △175,451

法人税等合計 341,268 108,675

四半期純利益 1,526,063 911,619

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,526,063 911,619
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 1,526,063 911,619

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 44,273 44,917

 為替換算調整勘定 △69,866 78,130

 退職給付に係る調整額 140 10,809

 その他の包括利益合計 △25,451 133,858

四半期包括利益 1,500,611 1,045,478

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,500,611 1,045,478
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,867,331 1,020,295

 減価償却費 477,732 558,525

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,242 △2,449

 賞与引当金の増減額（△は減少） △140,983 145,384

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,700 650

 訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △7,646 －

 受取利息及び受取配当金 △14,183 △13,516

 保険解約返戻金 － △2,287

 支払利息 8,119 6,593

 固定資産売却損益（△は益） △682,713 5,441

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 2,273 △14,227

 売上債権の増減額（△は増加） △999,653 △500,183

 棚卸資産の増減額（△は増加） 244,743 △860,672

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 48,943 175,623

 未払費用の増減額（△は減少） 127,015 △20,782

 仕入債務の増減額（△は減少） △192,014 342,041

 未収消費税等の増減額（△は増加） 42,290 △88,971

 未払消費税等の増減額（△は減少） 67,773 48,994

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △430,491 791,582

 その他の固定負債の増減額（△は減少） △1,755 △312

 その他 20,540 24,757

 小計 427,379 1,616,485

 利息及び配当金の受取額 14,183 13,516

 利息の支払額 △8,899 △7,235

 法人税等の支払額 △323,586 △181,421

 法人税等の還付額 571 300,132

 営業活動によるキャッシュ・フロー 109,648 1,741,477
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △688,318 △342,160

 有形固定資産の売却による収入 1,253,084 2,380

 無形固定資産の取得による支出 △360,611 △7,178

 投資有価証券の取得による支出 △3,927 △3,859

 その他 △16,432 3,562

 投資活動によるキャッシュ・フロー 183,794 △347,254

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 115,910 35,910

 長期借入れによる収入 1,100,000 350,000

 長期借入金の返済による支出 △173,730 △160,231

 リース債務の返済による支出 △3,743 △1,438

 自己株式の取得による支出 △173 △347

 配当金の支払額 △188,178 △268,349

 財務活動によるキャッシュ・フロー 850,083 △44,456

現金及び現金同等物に係る換算差額 17,678 12,380

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,161,204 1,362,147

現金及び現金同等物の期首残高 4,820,663 7,484,219

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  5,981,867 ※  8,846,367
 

EDINET提出書類

レオン自動機株式会社(E01670)

四半期報告書

18/27



【注記事項】

（会計方針の変更等）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び

「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過

的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用するこ

ととしております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
（追加情報）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。「四半期財務諸表に関

する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに

従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

 
新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り

新型コロナウイルス感染症による影響は現在も継続しており、景気動向への不透明感は依然とし

て継続しております。

当社グループでは、業績は緩やかに回復すると仮定しているものの、収束時期の見通しには依然

として不透明感が強いことから、今後も一定程度影響が続くとの仮定を置き、繰延税金資産の回収

可能性の判断及び固定資産の減損損失計上要否等の会計上の見積りを行っております。

なお、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期やその

後の経済状況の回復に関する仮定について重要な変更はありませんが、仮定に変化が生じた場合に

は、将来における当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額と

の関係は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

　現金及び預金 5,981,867千円 8,846,367千円

　現金及び現金同等物 5,981,867千円 8,846,367千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日

定時株主総会
普通株式 187,590 7.00 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月10日

取締役会
普通株式 187,589 7.00 2020年９月30日 2020年12月14日 利益剰余金

 

 

当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月28日

定時株主総会
普通株式 267,983 10.00 2021年３月31日 2021年６月29日 利益剰余金

 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月８日

取締役会
普通株式 214,439 8.00 2021年９月30日 2021年12月13日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：千円）

 
食品加工機械製造販売事業

日本 北米・南米 ヨーロッパ アジア 小計

売上高      

(1)外部顧客への売上高 4,842,622 774,437 1,696,682 1,260,124 8,573,865

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,368,586 61,462 － － 1,430,049

計 6,211,208 835,899 1,696,682 1,260,124 10,003,915

セグメント利益又は損失（△） 1,132,696 24,005 173,367 469,772 1,799,842
 

 
 食品製造販売事業

合計
北米・南米 日本 小計

売上高     

(1)外部顧客への売上高 2,609,760 232,136 2,841,896 11,415,762

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 23 23 1,430,073

計 2,609,760 232,159 2,841,920 12,845,835

セグメント利益又は損失（△） △10,141 38,299 28,157 1,828,000
 

(注) 各区分に属する主な国又は地域

(1) 北米・南米………………アメリカ合衆国

(2) ヨーロッパ………………ドイツ、スペイン、フランス、オマーン、イタリア

(3) アジア……………………中国、タイ、韓国、インドネシア

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）
（単位：千円）

利　　益 金　　額

報告セグメント計 1,828,000

セグメント間取引消去 59,361

本社一般管理費（注） △825,326

四半期連結損益計算書の営業利益 1,062,035
 

(注) 本社一般管理費は、当社の管理部門に係る費用であります。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：千円）

 
食品加工機械製造販売事業

日本 北米・南米 ヨーロッパ アジア 小計

売上高      

(1)外部顧客への売上高 4,610,215 918,884 1,818,206 1,298,794 8,646,101

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,830,736 19,905 － － 1,850,641

計 6,440,952 938,790 1,818,206 1,298,794 10,496,743

セグメント利益 1,123,165 65,813 236,510 439,883 1,865,372
 

 
 食品製造販売事業

合計
北米・南米 日本 小計

売上高     

(1)外部顧客への売上高 3,816,272 234,968 4,051,241 12,697,343

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 1,850,641

計 3,816,272 234,968 4,051,241 14,547,985

セグメント利益 59,856 37,973 97,829 1,963,202
 

(注) 各区分に属する主な国又は地域

(1) 北米・南米………………アメリカ合衆国

(2) ヨーロッパ………………ドイツ、フランス、イタリア、イギリス

(3) アジア……………………中国、韓国、台湾

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）
（単位：千円）

利　　益 金　　額

報告セグメント計 1,963,202

セグメント間取引消去 △56,409

本社一般管理費（注） △934,988

四半期連結損益計算書の営業利益 971,804
 

(注) 本社一般管理費は、当社の管理部門に係る費用であります。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日 至　2021年９月30日）

(単位：千円)

 

 報告セグメント

合計
食品加工機械製造販売事業 食品製造販売事業

食品成形機 3,092,514 - 3,092,514

製パンライン等 3,059,792 - 3,059,792

修理その他 2,317,443 - 2,317,443

仕入商品 156,145 - 156,145

その他 20,207 - 20,207

食品等 - 4,051,241 4,051,241

顧客との契約から生じる収益 8,646,101 4,051,241 12,697,343

外部顧客への売上高 8,646,101 4,051,241 12,697,343
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び

算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日

　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 56円95銭 34円01銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 1,526,063 911,619

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純利益(千円)

1,526,063 911,619

普通株式の期中平均株式数(株) 26,798,569 26,801,123

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 56円83銭 33円93銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 54,686 63,004

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの
の概要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第60期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）中間配当金については、2021年11月８日開

催の取締役会において、2021年９月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主または登

録株式質権者に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　①　配当金の総額　　　　　　       　　       214,439千円

　②　１株当たりの金額　　　　　                     8円00銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　  2021年12月13日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2021年11月９日

レオン自動機株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ

さいたま事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　　松　 　　　　聡  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 酒　　井　　 博　　康  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているレオン自動機株式

会社の2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9月30日

まで）及び第2四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、レオン自動機株式会社及び連結子会社の2021年9月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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